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公民館活動における女性高齢者の
主観的健康状態に関する調査

－コーラス参加者とコーラス以外の活動参加者の比較－

長弘　千恵 1），永井あけみ 2），小柳　宏子 3），樗木　晶子 1），
馬場みちえ 4），赤司　千波 5），畝　　　博 4)

A Questionnaire Investigation on Subjective Health Status among 
Female Senior Citizens Who Took Part in the Public Hall Activities: 
Specific Comparison between the Senior Choral Members and the 

Members in Other Activities.

Chie Nagahiro，Akemi Nagai，Hiroko Koyanagi，Akiko Chisyaki，
Michie Baba，Chinami Akashi，Hiroshi Une

Abstract
Public hall activities are very popular among senior citizens. But factors besides popularity are yet clearly 

understood.  The objective of this study was to elucidate whether female seniors citizens in the chorus group 

were in better health status or in better daily habits than those in the other activity groups.

Female senior citizens aged over 65 years old in the chorus activities (the chorus group : 42 in 45 cases) and 

other group activities (the non-chorus group : 38 in 45 cases). The average age was 72.0 ± 6.1 years old in 

the chorus group and that was 69.4 ± 4.2 years old in the non-chorus groups (p = 0.028) respectively. An 

unsigned questionnaire investigation about subjective health status and daily habits was performed in August 

2002.

Smoking, drinking, seasoning, intake of green vegetables, and intake of fat showed no significant statistical 

difference between the two groups.  Intakes of milk and exercise custom were significantly higher in the non-

chorus group than in the chorus group (p = 0.012). More people had other hobbies in the chorus group than in 

the non-chorus group (p= 0.007). About subjective health status, the non-chorus group had significantly more 

complaints as to general symptoms, specific organ symptoms, and mind temperament (p ＜ 0.001).
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１）九州大学医学部保健学科
２）八幡医師会看護専門学校
３）医療法人本間病院
４）福岡大学医学部衛生学
５）大分県立看護科学大学看護学部



公民館活動における女性高齢者の主観的健康状態に関する調査　－コーラス参加者とコーラス以外の活動参加者の比較－

─ 74 ─

Ⅰ．はじめに
高齢社会において生涯を通じた健やかで安全な

生活の確保の視点から、寝たきり予防や介護予防

に加え、高齢者の自立支援には、地域保健・福祉

分野、産業保健分野、教育分野のみならず、あら

ゆる分野での取り組みがなされ、医療保険、介護

保険の充実とともに高齢者の社会参加が重要とさ

れている 1）。

従来より、在宅の高齢者を対象に生涯教育（社

会教育）の一環として広く行われてきた公民館活

動は社会教育分野での評価が広くなされており、

雇用対策としてのシルバー人材センターや生きが

い対策としての老人クラブとともに多くの高齢者

の社会参加・生きがい対策として定着してきた 1）。

一方、介護保険制度による介護認定者が急増す

るなか、寝たきり予防や介護予防として、また慢

性疾患で治癒が望めない患者にとっては苦痛、不

快 ､不能状態を軽減するための代替療法のひとつ

として音楽療法が取り入れられるようになってき

た。音楽療法の効果としては音楽の『聴く、演奏

する、歌う』の 3つの機能から緊張緩和、鎮痛効

果、体感音響効果、精神の発揚、機能訓練の補助

的方法、呼吸機能改善、血圧低下などがあげられ

ている。多くは高齢者や障害者の QOL（人間ら

しい生活の質）を高め、意欲的で前向きな生活に

つなぐ目的で、医療福祉現場で様々な音楽療法が

行われ、最近では身体障害者、精神障害者、心身

症、痴呆症、神経疾患患者、喘息患者、末期患者、

陣痛・分娩時、不登校児など広範囲に適用されて

いる 2～ 9）。高齢者を対象にしたものとしては介護

施設や老人保健施設等で入所者に対する実践例と

地域福祉センター等での在宅高齢者に対する活動

の報告例がある 10～ 17）。これらの報告の多くは『聴

く』機能を利用したものが多く、健康な高齢者を

対象とした『歌う』機能を利用した活動報告 18～ 20）

は少ない。『歌う』機能を主体とした先行研究で

は、シルバーコーラスの参加者に対する健康状態

と地域特性との関連を調査したものがあり、コー

ラスの参加や継続、好みの歌唱曲目は地域性や家

族の状況に関連するという興味深い結果を示して

いる。しかし、在宅高齢者に対する介護予防や健

康支援という側面での先行研究はほとんどなく、

コーラス活動が健康状態といかに関連するのか集

団を対象とした調査の報告やコーラスとコーラス

以外の活動との健康状態や QOLに関する比較研

究はほとんどみられない。

以上のことから高齢者の寝たきりや介護予防に

有効とされるコーラス活動について、それ以外の

活動との健康状態に関する比較検討は重要である

と思われる。

今回、重篤な疾患を有しない在宅高齢者を対象

にした公民館活動のうち、シルバーコーラス参加

者とコーラス以外の活動に参加している女性高齢

者の生活習慣と主観的健康状態を調査することで

音楽療法がどのように高齢者に効果があるのかを

比較検討した。

Ⅱ．方　　法

１．対　象

調査対象者は公民館活動が比較的活発に行われ

ている A公民館のシルバーコーラスに参加して

いる 65歳以上の女性高齢者 50名のうち調査日に

参加していた高齢者 45名（以下コーラス群とす

る）、および比較対照群としてコーラス以外の陶

芸、絵画、ダンス、政治学級等の活動に参加して

いる女性高齢者 45名（以下コントロール群とす

る）であった。コーラス群、コントロール群とも

に慢性疾患で通院中ではあるが重篤な疾患を有し

ない高齢者である。A公民館活動は高齢者を対象

に老人大学と称し、市の広報誌を通じて受講生を

募集し、6月から翌年 2月までの間に月 2回の割

合で終日開講されている。午前中は講演会などの

全体活動で午後からは専攻する講座に分かれての

活動となっている。老人大学の受講希望者は多く、

公民館では受講希望者を全員受け入れる方針で講

座を増やすなどの対策を行っているが、容量面か

ら全員の受け入れが困難となっている。受講生は

前年と同じ講座の受講が認められており、受講生

の多くはリピーターで 5年以上の繰り返し受講生

も多い。老人大学の期間中や修了後に居住地域で

の文化祭参加、他市町村との交流を行うなど活発
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な活動を行っている。

特にシルバーコーラスは受講生のほとんどが女

性のリピーターであり、老人大学の活動日以外に

も自主的活動を展開し、小中学生との交流発表会

や保育園や老人施設に出向いて活動している。

２．方　法

老人大学の活動日に著者らが出向き、コーラス

群とコントロール群に研究目的、公民館活動とは

関係がない調査であること、調査の拒否権がある

ことを説明し協力を得た。調査協力の得られた対

象者に無記名式の質問表を配布し、自宅その他で

自由に記入し、2週間留め置いた所定の箱に質問

票を投函してもらった。調査日は平成 14年 8月

中旬から末日で、コーラス群では配布 45、拒否・

記入不備を除く 42（回収率 93.3％）、コントロー

ル群は配布 45、拒否・記入不備を除く 38（回収率

84.4％）を解析の対象とした。調査内容は日常の

生活習慣として食事習慣（牛乳・緑黄色野菜・脂

肪の摂取、塩分の味付けの 4段階評価）の 4項目、

喫煙、飲酒、睡眠時間、運動習慣（4段階評価）、

趣味の有無を具体的数値や該当するものを選択し

回答する内容とし、最後にそれぞれの活動につい

ての感想の自由記載欄を設けた。

通常、健康状態に関する指標としては身体的な

健康度の指標として用いられるのは血圧、心電図

や血液検査などの科学的検査値を使用した客観的

健康度が圧倒的に多いが、身体的および精神的健

康状態を包括的に評価する自記式質問紙として利

用されている主観的健康度もまた重要な情報であ

る。最近では、主観的な健康度が客観的健康度よ

り十数年後、数十年後の生存･死亡を予測すると

いう報告が見られる。今回は主観的健康状態の指

標として、岡山大学が作成した OMI健康調査表

（全身症状 15項目：頭が重い、めまい、耳鳴り、

食欲、肩こりなど、各器官症状：目 5項目、耳鼻

咽喉 10項目、皮膚 3項目、泌尿器 3項目、呼吸

器 5項目、歯科 5項目、消化器 10項目、内分泌

3項目、心臓・血液 2項目、神経 4項目、四肢関

節骨格筋肉 4項目、婦人生殖器 4項目の合計 58

項目、および神経気質 14項目を「ハイ」「イイエ」

で回答するもの）を使用した。

分析方法として、食事習慣および運動習慣につ

いては 4段階評価を 2段階評価とし、主観的健康

状態ではハイと回答したもの（自覚症状の訴えが

あるもの）を 1点とし、イイエと回答したものを

0点とし、点数が小さいものが訴え数が少なく、

主観的健康状態は良いとみなした。主観的健康状

態、食事習慣および運動習慣の合計点数あるいは

それぞれの質問項目でコーラス群とコントロール

群で比較（t-test, χ2-test）した。解析には統計シ

ステム Excel 2000 を用いた。有意水準は 0.05以

下とした。

Ⅲ．結　　果

１．属性および日常の生活習慣

対象者の平均年齢はコーラス群 72.0± 6.1

歳、コントロール群 69.4± 4.2歳で、コーラス

群の方がコントロール群より 2.5歳年齢が高く

（p＝ 0.028）、75歳以上の高齢者はコーラス群 13

人（31.0％）で、コントロール群は 5人（13.2％）

であった。（表 1）同居の家族数ではコーラス群

2.3± 1.3人、コントロール群は 2.1± 1.4人で

表１　コーラス群とコントロール群の属性と生活習慣の比較

年齢
同居
家族数

既往歴あり
喫煙 飲酒 薄味

緑黄色
野菜

脂の
摂取

習慣的
牛乳
摂取

運動
習慣
あり

趣味
あり肝疾患 手術歴 輸血歴

コーラス群
（n＝42）

72.0±6.1 2.3±1.3 4 7 4 1 5 14 18 9 23 24 37

コントロール群
(n＝38)

69.4±4.2 2.1±1.4 1 5 0 4 8 13 10 10 26 28 19

p値 p=0.028 ns ns ns ─ ns ns ns ns ns ns ns p＜0.001
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差はなく、輸血歴、手術歴および肝疾患の既往に

ついても両群に差はみられなかった。

生活習慣のうち平均睡眠時間、食事習慣の 3項

目、喫煙、飲酒、運動習慣に関する質問では差が

見られないが、趣味がある者はコーラス群がコン

トロール群より多かった（p＜ 0.001）。

２．主観的健康状態

全身症状合計 15項目（p＜ 0.001）、各器官症

状 58項目（p＜ 0.001）、精神気質 14項目（p＜

0.001）の全てでコーラス群がコントロール群

より少なく、主観的健康状態はコーラス群が良

かった（表 1）。全身症状ではだるさ・疲れ（p＝

0.047）、腰痛（p＝ 0.002）、肩こり（p＝ 0.013）、

不眠（p＝ 0.021）の 4項目についてコーラス群よ

りコントロール群の方が得点が多かった。（表 2）

各器官症状については目（p＜ 0.001）、耳鼻咽

喉（p ＜ 0.001）、呼吸器（p ＜ 0.001）、歯（p ＜

0.001）、消化器（p＝ 0.002）四肢関節骨格筋肉

（p＝ 0.03）、神経（p＝ 0.03）の 7の領域でコン

トロール群に訴えが多く、泌尿器、婦人生殖器、

内分泌、皮膚では差はみられなかった（表 1）。

また、精神気質については内気である（p＝

0.001）、ゆううつ（p＝ 0.040）、勝負で負けると

気になる（p＜ 0.001）、陽気（p＝ 0.023）、物忘

れ（p＝ 0.018）、動作が鈍い（p＝ 0.002）の 6項

目でコーラス群よりコントロール群に得点が高

く、それ以外の項目では差は見られなかった。

Ⅳ．考　　察
女性高齢者を対象とした公民館活動においてシ

ルバーコーラス参加者とコーラス活動以外の参加

者について、生活習慣と主観的健康状態に関する

横断調査を行った。

１．日常の生活習慣

対象者の平均年齢はコーラス群がコントロール

群より 2.5歳高く、既往歴、同居家族数には差は

みられなかったが、「趣味がある」ではコーラス

群が多かった。

食習慣、運動習慣以外の生活習慣では差はなく、

食習慣としての「薄味にする」、「緑黄色野菜を摂

取する」、「脂肪分を控える」、「牛乳の飲用」につ

いては両者間に差はなく、定期的な運動の実施に

ついても差はみられなかった。先行研究について

は生活習慣との関係を調査したものは入手できず

不明であった。

２．コーラス群とコントロール群の比較

１）身体的・精神的健康状態症状

コーラス群では全身症状、各器官症状、精神

気質症状のいずれの健康状態に関しても、コント

ロール群より訴えが少なかった。全身症状ではだ

るさ・疲れ、腰痛、肩こり、不眠の 4項目において、

各器官症状では目、耳鼻咽喉、呼吸器、歯、消化

器、四肢関節骨格筋肉、神経の 7項目、精神気質

については内気である、ゆううつ、勝負で負ける

と気になる、陽気、物忘れ、動作が鈍いの 6項目

について少なかった。

坂東 4）、小林ら 5）、師井 6）日野原ら 7,13）よれば

音楽療法（歌うこと）の効用として循環機能、呼

吸機能、内分泌機能、免疫機能、ADL 等身体

表２　コーラス群とコントロール群の主観的健康状態の比較

全身
症状

(15項目)

精神
気質

(14項目)

各　　　　　器　　　　　官　　　　　症　　　　　状

合計

(58項目)

目

(5)

耳鼻
咽喉
(10)

呼吸器

(5)

歯科

(5)

消化器

(10)

内分泌

(3)

心臓
血管
(2)

皮膚

(3)

泌尿器

(3)

四肢関節
筋骨格
(4)

神経

(4)

コーラス群
（n＝42）

平均 1.5 1.5 3.9 1.1 0.5 0.1 0.4 0.2 0.1 0.0 0.4 0.3 0.5 0.1

SD 1.3 1.3 4.3 1.3 0.7 0.3 0.7 0.6 0.5 0.2 0.8 0.6 0.9 0.4

コントロール群
(n＝38)

平均 3.9 3.9 10.8 2.7 1.5 0.7 1.7 0.8 0.2 0.2 0.7 0.4 1.3 0.5

SD 2.4 2.4 5.7 1.3 1.2 0.9 1.3 1.0 0.4 0.5 0.8 0.7 1.3 1.0

p値 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.002 ns ns ns ns 0.030 0.030
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的生理的機能の改善を報告している。また荒井

ら 20）の研究ではコーラス参加者の加入以降の変

化では「病気になりにくい」「よく眠れる」「食欲

が増加した」という報告、小森らの 18）予防的活動

の実践報告によると効果として肩こり、腰痛、食

欲、疲労の改善、健康感の高揚がみられたとして

おり、今回の結果は前記の先行研究と同様の傾向

がみられた。

集団活動としてのコーラス活動は個々人の能

力だけでなく、集団としての評価があり、『練習

を休むことはみんなに迷惑をかけること』になる

ため呼吸法や立位（座位）保持能力、移動能力な

ど一定以上の知力・体力が必要で、日常から規則

正しい生活を求められて、その結果として自覚症

状の改善していると推測できる。さらに、成果発

表会（演奏会）や小中学生との合同練習、保育園、

老人福祉施設への慰問など多岐にわたる活発な活

動があり、重篤な慢性疾患や自覚症状があれば参

加できないと考えられる。

精神的な効果として、荒井ら 20）は「心が和ら

ぐ」、「やる気が出る」、「昔を振り返り懐かしい気

持ちになる」など精神的な効果を報告している。

小林ら 5）によれば GHQ項目版（精神健康調査票）

得点やPOMSによる気分調査尺度得点の改善を報

告している。今回の調査では精神気質症状でコー

ラス群に訴えが少なく、先行研究とほぼ同じ結果

であると思われる。

以上の点でコーラス群はコントロール群より全

般的に健康状態は良い考えられるが、コーラス開

始前の調査を実施していないためコーラスに参加

することによって主観的な健康状態の訴えが減少

したのか、あるいは主観的健康状態の訴えが少な

い人がコーラスに参加したのかを追求することは

できない。コントロール群に訴えが多いことは、

だるさや腰痛など自覚症状の内容によってはコー

ラス活動が困難となることも考えられる。

調査用紙の自由記入欄や公民館関係者に対する

聞き取りの結果では、コーラス群は「練習を休む

と仲間が心配して訪ねてきてくれる」、「練習の行

き帰りにいっしょに買い物やお茶を飲む機会が増

えた」、「仲間うちで送迎がある」、「別居している

孫と一緒に練習できて幸せ」などが記入されてい

た。コントロール群では「趣味が増えた」、「お友

達ができた」、「新しい出会いや学びがあった」な

どが記入されていた。コーラスに参加すること

で仲間・家族との会話や交流の変化を楽しんだ

りすることができ、ネットワークが増え、お互い

にソーシャルサポートを構築することや、健康に

関する情報を交換したり、講演会・健診や健康相

談などにも誘い合って参加していることが報告さ

れ、ソーシャルネットワークの広がりがみられて

いた。

荒井 20）はシルバーコーラスに参加してからの

他人との付き合い方では「仲間が増えた」、「家族

との会話が増えた」、「新たな趣味が広がった」、「地

域活動に参加するようになった」と報告してい

る。高石 14）山本 16）らの実践報告によれば積極的

に音楽療法を導入することで閉じこもり予防の効

果がみられると報告があった。

また、コーラス群はコントロール群より趣味が

多いという結果からも対人関係の広がりがあると

考えられる。

以上のことから、このコーラス群は社会参加の

機会が多く、身体的、精神的健康状態に良い影響

を及ぼしていることが推測された。今回のコーラ

ス活動は従来の音楽療法の機能に『集う』という

機能が追加されたものであり、地域集団の構成員

であるということがその地域の趣味を通じて新た

なソーシャルネットワークとしての広がりが付加

されてきたと考えられる。

近年、高齢者の寝たきり予防、介護予防や閉じ

こもり予防が課題となっているが、音楽療法は高

齢者に対する新しい支援策として今後期待できる

分野であると考える。

今回の調査の限界として横断研究であり、コー

ラスに参加することによって主観的な健康状態の

訴えが減少したのか、あるいは主観的健康状態の

訴えが少ない人すなわち健康状態が比較的良い高

齢者がコーラスに参加したのかは追求することは

できなかった。また調査対象者数が少ないために

高齢者集団におけるコーラスと健康状態の関係を

明らかにできなかった。
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今後、対象者数を増やしコホート調査によって

明らかになると考える。

Ⅴ．ま と め
公民館活動における女性高齢者のうちシルバー

コーラス参加者とそれ以外の参加者に対して生

活習慣と主観的健康状態について横断調査を行っ

た。その結果、年齢ではコーラス群がコントロー

ル群より高いにもかかわらず、既往歴や生活習慣

に差はなく、主観的健康状態ではコーラス群はコ

ントロール群に比べ多くの項目で訴えが少なかっ

た。高齢者にとってコーラスは社会参加であると

ともに健康状態にも寄与することが示唆された。
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